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１ 高齢者向け（60代以上）

「私と家 これからノート」制作

全6回 計71名参加
テーマ：相続、高齢者施設、生前整
理、民事信託等

終活事業者との共同監修による、
不動産情報を整理し住まいの将来設
計を立てるためのオリジナルノート

空き家のワンストップ窓口
相談件数：10件

家族と話合うきっかけづくり、情報収集・整理サポート、具体的な提案ができる窓口の提供

高齢者向けセミナー開催 無料相談窓口開設
現地訪問提案サービス
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空き家対策を可視化したオリジナ
ルジャーニーマップ。事前に必要
な備えをチェックできる。

潜在層とのタッチポイントを探る
調査対象：30～50代男女9名
※対象者と一対一で対話するインタビュー手法

空き家の啓発と活用有用性を伝え
る動画の配信
再生回数：約70,000回

2 空き家予備軍向け（30～50代）

実家の将来設計について準備喚起、空き家予備軍向けに意識調査と新たなツールの提供

デプスインタビュー※ 空き家ジャーニーマップ制作
空き家啓蒙動画制作
YouTube広告配信
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染色体験イベント@b.e.park
「再生」を空き家と染め物を共通
コンセプトとして実施。

空き家の基礎知識、活用事例、専門
家インタビューをまとめた空き家専
門保存版パンフレット

オープンイベント@cake to go
戸板女子短期大学との産学連携コ
ラボにより周辺地域へアプローチ

「空き家手帳」制作 空き家びらき１ 空き家びらき２

3 一般層への周知（20～80代）

体験型イベントで身近に潜む空き家の認識付け、空き家の基礎知識をまとめた冊子の提供
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バッドボーイズ佐多氏によるDIY
の魅力と空き家について特別イン
タビュー記事。

自社オウンドメディアにて、空き家
の啓発と活用推進のコラム記事を5
記事配信

空き家啓発記事の配信 空き家×DIYの特別企画記事

4 一般層への周知（20～80代）

空き家の適切な維持・管理等知識の普及啓発、自分ごととして考えるコンテンツの提供
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今後の課題について

■ 事業終了後の課題

・本事業にて制作したオリジナルツールを活用しセミナーやイベントを積極的に開催する。なお新型コロ

ナ感染拡大によりイベント開催は苦戦したため、オンライン向きの企画を考案していく。

・相談窓口は今後も継続して開設し、東京都内の空き家解決の受け皿として行政と連携の上一層の周知を

広めるよう、窓口の拡充や相談窓口専用ランディングページ作成などの取り組みをおこなう。

■ 空き家への意識啓発における重要性

・空き家の啓発としては、身近な場所や生活周りの事象などに係る複数のタッチポイントを作り、所有者、
空き家予備軍ともに当事者として考えるきっかけを定期的かつ継続的に与えることが必要。

・空き家予備軍における意識は低いが、早い段階から「空き家について全般的に相談できる場所がある」
ことをインプットすることで、空き家取得時の初動が早くなり、効果的である。

・当社としては、民間企業ならではの知見と空き家事業の実績モデルを集め、 意識の啓発や相談とともに
空き家予備軍や所有者への現実的な包括サポートを引き続きおこなっていく。


